
事業所名　：　LEGONKidsのあ 作成日　：　２０２5年10月30日

支援プログラム

平日　：　10時00分　～　１９時00分　　　土日祝・長期休暇中　:　９時30分　～　18時30分　　　（　閉所日　：　８月13～15日　・　12月29～１月4日）

平日　：　10時30分　～　１8時30分　　　土日祝・長期休暇中　:　10時00分　～　18時00分　　（　送迎場所は要相談　）

支援内容

関係機関と連携し情報共有を行う、また地域の交流会に参加する。

家族支援

移行支援

地域支援・地域連携

人間関係・社会性

言語・コミュニケーション

本
人
支
援

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

送迎時間

項目

主な行事等

職員の質の向上 月に１回全職員での会議の実施・内部研修・外部研修・法人ごとの会議・全事業所の専門職員の会議

進級パーティ・お花見・桃の節句・端午の節句・水遊び・花火・BBQ・保護者交流会・ハロウィンパーティ・
年賀状づくり・書き初め・さつまいもパーティ・ものづくり・クリスマスパーティ
調理レク・ピクニック・自然探検　など
外出レク（大型公園・防災学習センター・外食・商店街巡り・動物園・アスレチック・町探検　など）

●心身の健康を維持し、安全で安定した生活を送れるよう、基本的生活動作の習得と生活リズムの確立を支援する
　身辺自立（手洗い・手指分離運動の実施・スプーンからお箸への移行・更衣・排泄・整理整頓・衛生習慣等）の安定
　マナー（挨拶・感謝謝罪の言葉・時制に応じた言動や行動・TPOをわきまえた行動等）
　食育（調理器具の使い方・それぞれの都道府県の食べ物の学習・自身の食欲の理解等）

●身体を心地よく使いこなし、活動に必要な基礎的運動機能・感覚調整力を高められるよう支援する
　感覚統合の視点を踏まえた遊び・活動の提供
　粗大運動（バランス・基礎筋力・全身運動）の経験
　微細運動(手先の巧緻性・道具操作）の習得
　身体を使ったリラックス・集中の調整

●状況を理解し、見通しをもって行動ができるよう、認知面・注意力・行動コントロールの向上を図る
　基礎概念（形・色・量・大小・時間など）の理解
　見通しをもって行動するための構造化支援
　注意の持続・切り換えの練習や不適切行動の改善等

●特性に応じたコミュニケーション手段の獲得と、相手に伝える・受け取る力の向上を支援する
　会話の順番・やり取りの基本ルールの習得
　ソーシャルスキルトレーニング（SST）を用いた実践的支援
　相手の気持ち・状況を理解説明するための言語支援
　音声言語・身振り・視覚支援など多様な手段の活用

●安心して他者と関わり、集団の中で自分の役割を理解しながら参加できるように支援する
　挨拶・感謝・謝罪などの社会的行動の実践
　集団活動への参加経験を積む機会の提供
　思いやり・助けを求める・協力する等の対人スキルの支援
　約束・順番・ルールを守る力の習得
　自身の気持ちに気付き、言葉や方法で表現する方法

本児の特性・発達の状況を理解し、よりよい発達に向けて相談援助を行なう。
必要に応じて、今後起こりうる困りごとや、進路相談、発達に応じた支援などの相談援助を行っていく。

移行先の選択についての本人や家族への相談援助や移行に向けての準備をする。
事業所以外での生活の場や、就学にむけての相談援助や、移行支援を行う。

5領域との関連性

事業所理念 成長を楽しみ、誇れる自分に

総合的な支援方針

●基本的なコミュニケーション力の育成
　挨拶や感謝・謝罪の表現など、社会生活の基盤となるコミュニケーション力を身につけ、
　状況や相手に応じて適切に言葉や行動を選択できる力を育む。
●自己理解と自己肯定感の向上
　得意・不得意、感じ方や考え方をを理解し、自分らしさを大切に出来るよう支援する。
　自信をもって行動し、自らの選択に責任を持てる姿を目指す。
●思いやりと協調性を育む
　他者の良い部分に目を向け、困っている人に気付き、寄り添える姿勢を重視する。
　他者を尊重しながら協力して活動する力を育てる。
●行動の見通しと自己調整力の育成
　物事を順序だてて考える力やオンとオフの切り替え、約束を守る姿勢等、
　日常生活の中で必要となる自己調整力を育て、状況に応じて自律的に行動できる力を身につける。

営業時間
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